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１．研究計画の概要 
 温暖化など地球規模の環境変化の進行が、温
室効果気体などの海洋からの放出量をどのよう
に変化させるかに関心が集まっている。これは
一般には、海洋表層における生物地球化学過
程の質や量によって決まると考えられているが、
多くの気体分子において両者間の定量的な関
係は不明確であり、一部の気体分子では、生成
や消滅の素過程すらわかっていないのが現状
である。 
 そこで本研究では、海洋表層において生物地
球化学過程によって生成・消滅すると考えられる
微量気体分子について、その生成の素過程や、
環境変化の進行に対する生成量の応答を明ら
かにすることを目的として実施する。このため、ま
ず各海域の海水中における微量気体の存在量
の分布を高解像度で明らかにするとともに、海
水やプランクトン、沈降粒子などの試料を環境
条件を調整しながら培養し、環境変化に対する
微量気体の生成（分解）量の応答を定量化する。
さらに各気体分子について、その濃度だけでな
く軽元素安定同位体組成も定量することで、複
雑な生物地球化学過程の微小変化の検出や、
検出した変化の原因特定に利用する。 
 
２．研究の進捗状況 
 まず本研究推進の根幹となる微量気体モニタ
リングシステムや、フィールドで採取した易分解
性の微量気体分子を同位体測定用に実験室に
持ち帰るための微量気体抽出・濃縮・回収シス
テムを開発した。続いて試験運転や基礎実験を
行って、定量限界、精度、安定性を見積もるとと
もに、必要に応じて調整・改良を行った。平成 20
年度には観測航海に開発機器を搭載し、西部

北太平洋の亜寒帯域および亜熱帯域の双方に
またがる広範な海域で観測および試料採取を
行った。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 (理由) 
当初計画通りに進行しているから。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成 20 年度の観測航海で得られた試料の分
析や、観測結果の解析、追加の室内実験などを
行う。具体的には、採取した海水試料（もしくは
海水からの抽出試料）の分析を進め、西部北太
平洋域における微量気体成分の濃度・同位体
組成の水平・鉛直分布を定量化する。また同航
海で船上培養実験を行った海水試料や沈降粒
子試料等についても分析を進め、各微量気体
成分の生成（分解）量の絶対値や環境変化に呼
応した生成（分解）量の変化、窒素固定速度等
の関連パラメータ等を求め、これを元に各海域
におけるプロセス別の生成（分解）量や大気へ
の放出フラックスを求める。また微量気体モニタ
リングシステムを用いた表面水の観測で有意に
検出された溶存微量気体成分に注目し、まずは
測定値の確度の較正を行って、観測時の海洋
からの放出フラックス（あるいは海洋への吸収フ
ラックス）を明らかにする。続いて各海域やプラ
ンクトンブルーム内におけるこれら微量気体成
分の起源や濃度変動の制御因子を、その高時
間分解能の特性を利用したり、他班から得られ
るパラメータ（動・植物プランクトンの量や組成、
バクテリアの活性、有機物量など）と相互比較し
たりすることで明らかにしていく。また、観測結果
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を補完するため、必要に応じて室内の培養系で
も観測を行う。 
一連の実験および考察を通じて、最終的には海
洋の一般的なパラメータを用いて海洋から大気
への各微量気体成分の放出量予測を実現し、
目標である各微量気体分子の環境変化に対す
る海洋からの放出量の定量的応答について考
察を進める。 
成果を海外の学会で発表するとともに、機器開
発や観測の成果を論文にまとめ、欧文誌に投稿
する。 
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